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技術SWG 諸元 

•目的 
– 第二回WGで議論された5つの課題に対し、既存のICT技術を用いた解決方法を
提言に盛り込むこと 

•開催方法 
– 主にメール、年2回ぐらいSWGとして、会議を行う予定 

•開催頻度 
– 月1回 

•開催場所 
– 未定 

•目指す成果物 
– 提言作成へのインプット(第4回JCC総会：2012年6月頃) 
– 調査内容を「観光産業向けICT活用ガイド」として出版、もしくは公開 

•交通費の支給 
– なし 

•事務局 
– ソフトバンクテレコム株式会社 ネットワークサービス開発部 吉井英樹 
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2本柱 

情報流通 

•API、データフォーマットの共有 

•メタデータの共有 

•翻訳辞書の共有化 

ライフログ共有 

•ログ共有のためのガイドライン作成 

•分析事例の共有 
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情報流通とライフログ共有 

SNSサイト 

監視カメラ、サ
イネージ等 

銀聯カード等
利用状況 

観光関連等Web・
スマホアプリ 

カーナビ、交
通機関等 

①情報流通(API、辞書) 
②ライフログ共有 
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民間事業者へ 
フィードバック 
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情報流通について 
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情報流通検討項目(案) 

•APIの共有 
• 既存のAPI調査(ソーシャルコンテンツ含む) 

• インポート/エクスポート課題整理 

• 番号体系の検討(URI、ucodeなど) 

•メタデータの共有 
• 空間情報の扱い(Polyline, Polygon、高度、3Dなど) 

• ダブリンコアの利用検討 

• 情報精度の検討 

•翻訳辞書の共有 
 

 

クラウド間連携 アプリ連携 
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実際に利用、公開されているAPIの調査 

項目名 概要 

地域名 Okinawa2Goなど 

ID スポット情報をユニークに識別する値 

言語 JA、KR、zh-CNなど 

親カテゴリID スポットが属するカテゴリ 

カテゴリID スポットが属する詳細カテゴリ 

スポット名 名称 

緯度 世界測地系 

経度 世界測地系 

写真 画像URL 

紹介文 テキスト形式 

動画 動画URL 

サービスメニュー・ 
料金 

テキスト形式 

住所 郵便番号、都道府県名、市区町村名、
建物名、、、 

SNSURL URL 

Hashtag テキスト形式 

住所JISコード テキスト形式 

クーポン詳細情報 テキスト形式 

事業者 スポットを登録した事業者 

・・・・・ ・・・・・ 

Okinawa2Go!プロジェクトで利用しているAPI 

http://cartabi.jp/ 
自動車旅行推進機構様 RSS配信 RDF/XML出力資料より 

空間の定義 
高度なGIS分析には不可欠 
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ライフログ共有について 
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ライフログ共有検討項目(案) 

ログ共有のためのガイドライン作成 

•プライバシーポリシーへの記載項目検討 

•ユーザ関与の機会の提供ルール検討 

•匿名化レベルの検討 

•クローリング時の課題検討 

分析事例の共有 

•参考資料 
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(参考)ライフログ活用事例 
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SNS利用ログ
をマッピング 

スマートフォンのライフログは観光産業
(行政、民間)に有効である 

成果 

地域間の比較には、共通ルールが必
要である 

課題 

スマホログに基づ
いたメッシュ分析 

若者 高齢者 

世代別訪問先 

観光客動向調査例① スマートフォンの位置情報を使った調査 

H21年度総務省ユビキタス特区事業「 ICTを用いた京都観光プロモーションPJ」より 
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•国籍別観光客の行動の違いが鮮明に 
•個々の観光ルートも見える化 

成果 

レンタカー利用ログ、銀聯カード利用ログ
と連携できれば、より良い観光政策を打
つことができる(ライフログ流通) 

課題 

沖縄県入域外国人比率(H23.04～12) 

韓国人観光客の行動範囲 
(H23.01～12) 

中国人観光客の行動範囲 
(H23.01～12) 

30代 
男性夏 

観光客動向調査例② 沖縄県における国籍別観光客の動向 

H22、23年度Okinawa2Go!プロジェクトより 
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観光客動向調査例③ IPアドレスを用いた国別アクセス状況 

リアルタイムな利用者数 

観光クラウドに参加頂けるWebサイトやスマートフォンアプリ間で、ログを共有し、お互いの

長所短所を比較する。 



観光客動向調査例④顔認識カメラ付きサイネージ 

  近鉄奈良駅におけるデジタルサイネージ（情報案内板）による観光情報等の提供 
    近鉄奈良駅周辺を来訪する方に対して、県内の寺社行事やイベントの紹介、季節毎のおすすめ観光コースや 

    バス運行情報を提供することにより、奈良の玄関口として更なる魅力を発信し、周遊観光の促進を図ります 。 

顔認識機能にて視聴者の年齢層・性別を推定し 
サイネージの視聴者数をカウント 

Ｗｅｂサイトの閲覧ログ同様、画面にタッチして 
利用者が閲覧したログ・内容をカウント 

■いつ（日時） 
■どんな人が（年代・性） 
■何人 

■いつ（日時） 
■どの内容を（閲覧内容） 
■どれだけ 

・サイネージ正面より５ｍ程度以内にで１秒以上画面を見た人を対象としてカウント 
※目線が画面に対して正面にあり、且つ、１秒以上その方向に目線がある 
・目、鼻、口、耳、顔の輪郭、髪の輪郭、ほうれい線などの特徴点の傾向から 
 もっとも近い年代・性別を推測しカウント 

・タッチすることで画面に表示された全での画面について閲覧としてログデータを取得 
※タッチした際に表示されているコンテンツ（施設名等）も取得 
・ＦｅｌｉＣａリーダにて携帯電話に情報を持ち出した数もカウント 

顔認識カメラ 

５ｍ程度 

顔認識機能により推定 

タッチ 

タッチ 

全画面の閲覧ログ（タッチログ）を取得 ＦｅｌｉＣａリーダの 
タッチログも取得 

顔認識技術を使って、性別、年齢を推測、利用者属性別調査を可能とする。 

出典：奈良県土木部 道路・交通環境課 ※この資料のお問合わせは、自動車旅行推進機構まで。 


